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第17号

新任医師を紹介します！最新情報

病院の理念みなさまの声をお聞かせください

本誌へのご感想やご意見、ご要望などございま

したら、院内に設置されている患者さんの声に

投稿いただくか、お気軽にご連絡ください。

● 高度医療に対応できる東紀州地域の中核病院

● 地域の保健・医療・福祉との連携を促進し、地域の人々と共に創る病院

● 患者様に信頼され、いつでも安心して受診していただける患者様主体の     

    総合病院

● 教育、研修機能を持つ病院

● 質の高い医療技術とサービスを提供する病院

● 職員一人ひとりが、病院の将来ビジョン・経営について考える病院
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※学会等で休診または代診になる場合がありますので、お問い合わせください。

お問い合わせ先：
尾鷲総合病院 病院総務課 総務係　　

owase-hp@city.owase.lg.jp

TEL 0597-22-3111

Owase General hospital あなたにプラスな情報をお届けします尾鷲総合病院
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平成30年6月1日現在外 来 担 当 医 表

吉尾 裕子 佐谷 博之 佐谷 博之 佐谷 博之 佐谷 博之 

内科

内科（呼吸器）（午後予約）

内科（腹膜透析）（予約）

内科（透析センター）

外科

診療科

カテーテル検査

健康診断

大腸内視鏡(検査のみ）

産婦人科

耳鼻咽喉科

眼科

皮膚科

乳腺外来（第1月曜14時半～予約制） 

胃カメラ(検査のみ）

整形外科

小児科

小薮 助成

小薮 助成
小薮

第2.4週午前
佐藤 徹

畑地　 治
(第4週）

1診 大森　 拓

大森　 拓

今川 竜二

大杉 和生 田原 雄一

川﨑 優也

佐藤 　徹

循環器内科(予約) 小薮 助成 世古口 茂幸 大杉 和生

大杉 和生 大杉 和生

大森・佐藤徹
佐藤圭

水野 修吾
（第2・第4週）

大杉 和生

消化器内科医師

第1.3.5週　
佐藤徹
第2.4週

紀南病院医師

消化器内科医師

加藤 弘幸阪本 達也 田原 雄一

三重大学
小川教授

泌尿器科

放射線科（予約制）

精神科（小児のみ）（予約制）

吉澤 尚彦2診

神経内科（予約制）

脳神経外科

月 火 水 木 金 備考

2診

午後(予約)

阪本 達也

阪本 達也

栗山 直久 加藤 弘幸 加藤 弘幸 加藤 弘幸1診

初診

再診

再診

川口 寛 川口 寛 川口 寛 川口 寛 川口 寛午前

　　午後

外科医師

●村田耕一郎

●横山 弘和

坂井田 寛

横山 弘和

横山 弘和

横山 弘和

三重大学医師

横山 弘和

村田 耕一郎 村田 耕一郎

村田 耕一郎 村田 耕一郎

ワクチン外来ワクチン外来

木曜日
第1週目のみ
三重大学医師

●10時～
　 診察開始

慢性外来 乳児健診

野村 浩史 野村 浩史 野村 浩史 野村 浩史 野村 浩史 

今西 義宜

玉置 力也 玉置 力也 玉置 力也 玉置 力也玉置 力也

前田 吉民 前田 吉民 前田 吉民

前田 吉民

前田 吉民 前田 吉民

三重大学
野本教授
（第4週）

(第4週)
大槻  一行

(第2週)
中西 大介

三室 マヤ 伊井 裕一郎

栃尾 廣 田中 公人

ペース
メーカー
第１月曜日

小薮 助成

（予約）

午前

午後
（13時半～15時半受付）

小薮 助成 藤川 勝彦 

ホッと

外科

〈所属学会〉
日本外科学会 / 日本消化器外科学
会 / 日本消化器病学会 / 日本臨床
外科学会 / 日本内視鏡外科学会 / 
日本胆道学会 / 日本乳癌学会 / 日
本腹部救急医学会 /日本外科感染
症学会 / 東海外科学会

　松阪中央総合病院、外科から赴任してきました阪
本達也です。外科疾患をはじめ救急など幅広く診
療させていただきます。地域の医療に貢献できるよう
に精一杯がんばります。よろしくお願いいたします。

阪本 達也
（さかもと　たつや）

内科

〈所属学会〉
日本内科学会 / 日本循環器学会 / 
日本心血管インターベンション診療
学会 / 日本心不全学会 / 日本心エ
コー図学会 / 日本超音波医学会 

　2018 年 4 月より赴任いたしました。大森　拓と
申します。専攻している循環器疾患だけではなく、
内科全般を幅広く担当させていただきます。何卒よ
ろしくお願いもうしあげます。

大森 拓
（おおもり　たく）



病院からのお知らせ病院からのお知らせ
ほすぴたる
最 新 情 報

平成30年4月 入職の新人看護職員です。よろしくお願い致します。
西　麻美

6 階病棟に配属とな
りました。地域の皆
様のお役に立てるよ
うに日々頑張りま
す。よろしくお願いし
ます。

大竹　真由 5 階病棟に配属とな
りました。尾鷲総合
病院の職員として、
地域の方々に信頼
され安心してもらえ
るような、看護師に
なれるように頑張り
ます。

世古　拓也 3 階病棟に配属とな
りました。地元であ
る尾鷲の皆様に、喜
ばれるような看護を
していきたいと思っ
ています。よろしく
お願いします。

宇井　隆将 3 階病棟に配属とな
りました。熊野市出
身の宇井隆将です。
地域の皆様に信頼
される看護師になれ
るよう、頑張ってい
きたいと思います。

堀口　美保
4 階病棟に配属とな
りました。患者さん
に信頼される看護師
になれるよう、頑張
りますのでよろしく
お願いします。

平成 年 月 入職の新人看護護職
山田　美智

6 階病棟に配属とな
りました。日々の業
務を確実に覚え、安
全・安楽な看護を
提供できるように努
力していきたいと思
います。

笹木　希望
5 階病棟に配属とな
りました。同期の皆
と支え合い、地域に
寄り添う素敵な看護
師になれるように頑
張ります。

西　展伸
4 階病棟に配属とな
りました。早く仕事を
覚え、患者さんのお
役に立てるよう頑張
りたいと思います。

 information 

活動報告

感染対策室より
　こんにちは。感染管理認定看護師の辻と申します。

感染管理？認定看護師？とあまり聞きなれない言葉

かもしれません。まずは、簡単に説明させて頂きま

す。

　認定看護師とは、看護師として5年以上の実践経

験を持ち、日本看護協会が定める615時間以上の認

定看護師教育を修め、認定看護師認定審査に合格す

ることで取得する資格です。21の認定看護分野があ

り、その中で感染管理認定看護師は、「在宅から急性

期病棟まで、全ての医療機関施設を利用する患者・

家族・訪問者はもちろん現場で働く全ての人を感染

源から守る。」ことが役割とされています。

　私は約 20 年、尾鷲総合病院での病棟勤務を経

て、一昨年、神戸研修センターで6ヶ月間の研修を受

け、昨年、認定審査に合格しました。昨年は、先輩認定

看護師と二人体制で感染管理を担ってきましたが、

医療安全管理室より
　今年 4 月より医療安全管理者として活動すること

になりました、大川です。

医療安全管理者とは、院長の指名により選任され、病

院全般に係る医療安全対策の立案・実行・評価を含

め、医療安全管理のための組織横断的な活動を行な

う者をいいます。

　医療安全活動とは、患者中心で質の高い、安全な

医療を提供するために、その体制・環境を整えるた

めのあらゆる活動を示します。職員への教育・研修

の実施、情報提供、インシデントレポートの集計・分

析・対策立案・フィードバック、医療安全管理委員会

の開催、院内巡回による安全対策の把握など等、実

際の活動は多岐にわた

ります。

　現在、3階病棟で勤務

しており、病棟勤務との

兼務で時間の確保など

難しい面もあるのです

が、医療安全の中核を

担う現場の一員でもあることは、医療安全を推進し

ていく上で強みであると捉え頑張っています。

　安全の確保は医療・看護における最大の使命とい

えます。医療安全管理者として、現場の看護師とし

て、その使命を果たすべく今後も活動していきます。

感染管理認定看護師
辻　裕美

医療安全管理者
大川　千秋

合格す

野があ

ら急性

患者・

を感染

務

修

輩認

したが

辻　裕美

染染

務をを経経

修をを受受

認認定定

たがが、

この 3 月をもって先輩

認定看護師が退職さ

れ、4月から専従として

感染対策室に勤務する

ことになりました。感染

管理認定看護師として

は、まだまだ駆け出しの

身であり、戸惑うことの多い毎日ですが、感染対策

チームのメンバーをはじめ、現場の看護スタッフ方々、

その他の医療スタッフの皆さん、事務職の方々や清

掃スタッフの皆さんなど、あらゆる方々の力をお借り

しながら感染対策活動が行えています。

　これからも感染管理という立場から、より安全で質

の高い看護を目指し邁進していきたいと思います。よ

ろしくお願いします。


